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　災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
に

際
し
て
は
、
日
頃
の
備
え
や
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
隣
近
所
の
皆
さ
ん
と

防
災
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

避難に時間を要する高齢者や障がいを
お持ちの人、乳幼児をお連れの人は、
安全な場所に自主避難するか、町が開
設した避難所へ避難を開始しましょう。

開設した避難所へ避難を開始しましょ
う。

危険が迫っているため、速やかに避難
しましょう。

避難に時間を要する高齢者や障がいを
お持ちの人、乳幼児をお連れの人は、
安全な場所に自主避難するか、町が開
設した避難所へ避難を開始しましょう。

開設した避難所へ避難を開始しましょ
う。

危険が迫っているため、速やかに避難
しましょう。

避難発令内容

避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

　
　
甚
大
な
被
害
と
、
余
震
に
よ

る
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
午
前
８
時
30
分
に
避
難

勧
告
を
発
令
、
中
央
小
学
校
に

避
難
所
を
開
設
し
、
避
難
者
の

受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
で
発
生
し
た
被
害
に
住

民
・
消
防
団
が
協
力
し
、
初
期

消
火
訓
練
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

　
災
害
に
関
す
る
情
報
を
す
ぐ
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
の
情

報
を
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
携
帯
電
話
に
配
信
す
る
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
「
メ
ル
た
ま
」
で
は
、

台
風
や
洪
水
、
地
震
な
ど
の
災
害

に
関
す
る
情
報
を
い
ち
早
く
発
信

し
て
い
ま
す
。

　
ご
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
お

早
目
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
９
月
２
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
10
時
30
分
頃
ま
で

　
（
メ
ル
た
ま
・
消
防
団
広
報
に

よ
る
避
難
勧
告
が
訓
練
開
始
の

合
図
と
な
り
ま
す
）

対
象
地
域
　
中
央
小
学
校
区

訓
練
会
場
　
中
央
小
学
校
（
玉
村

町
福
島
４
０
１
）

　
（
駐
車
場
：
中
央
小
学
校
北
側

文
化
セ
ン
タ
ー
臨
時
駐
車
場
・

消
防
署
北
側
敷
地
）

※
避
難
訓
練
を
兼
ね
た
防
災
訓
練

で
す
の
で
、
な
る
べ
く
徒
歩
ま

た
は
自
転
車
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

実
施
内
容
　
避
難
訓
練
、
煙
体
験
、

起
震
車
体
験
、
応
急
救
護
訓
練
、

水
消
火
器
訓
練
、
搬
送
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
な
ど

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

※
対
象
地
域
以
外
の
皆
さ
ん
も
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

想
定
　
午
前
７
時
、
関
東
地
方
北

部
で
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
玉

村
町
で
は
震
度
６
強
を
記
録
す

る
。
町
内
各
地
に
お
い
て
、
建

物
が
倒
壊
し
、
電
気
・
水
道
・

道
路
な
ど
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
へ

影
響
を
及
ぼ
す
被
害
が
多
数
発

生
し
ま
し
た
。

メ
ル
た
ま
に
登
録
を
！

メ
ル
た
ま
に
登
録
を
！

地
域
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

地
域
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

地
域
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
環
境
安
全
課 
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）７
７
0
8

に空メールを送信し
てください。
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QRコード

merutama@pasmail.jp
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止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
も
移
動
の
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
用
発
電
機
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン

を
使
っ
て
電
気
製
品
を
使
う
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
以
外
に
も
５
月
に
お
配

り
し
た
「
玉
村
町
総
合
防
災
マ
ッ

プ
」
に
は
災
害
発
生
時
に
役
立
つ

情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
常
に
手
元
に
置
い
て
、
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
で
す
が
、
近
年
で
は
そ

の
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
災
害
発
生
時
の
た
め

に
地
区
内
の
防
災
倉
庫
に
非
常
用

食
料
や
水
、
シ
ャ
ベ
ル
や
防
災
資

機
材
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
す
べ
て
に
行

き
渡
る
だ
け
の
量
を
確
保
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
ら
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
す
る
ま

で
の
数
日
間
を
生
活
で
き
る
よ
う
、

災
害
に
備
え
て
家
庭
で
簡
単
に
で

き
る
防
災
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

　
水
は
、
飲
料
用
は
も
ち
ろ
ん
、

炊
事
や
洗
面
、
ト
イ
レ
な
ど
生
活

す
る
た
め
に
最
も
必
要
な
も
の
の

ひ
と
つ
で
す
。
飲
料
水
は
ひ
と
り

１
日
３
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
備
蓄

し
て
く
だ
さ
い
。
市
販
の
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
な
く
て
も
、
空

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
道
水
を
入

れ
た
も
の
で
充
分
で
す
。
た
だ
し
、

３
日
ご
と
に
中
身
を
入
れ
替
え
て

く
だ
さ
い
。

　
生
活
用
水
に
つ
い
て
も
、
バ
ス

タ
ブ
に
常
に
水
を
張
っ
て
お
い
た

り
、
雨
水
を
た
め
て
お
け
ば
ト
イ

レ
を
流
す
水
に
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
食
料
は
、
特
別
な
も
の
を
用
意

し
な
く
て
も
、
日
常
食
べ
て
い
る

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
や
レ
ト
ル
ト
食

品
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
を
余
分

に
購
入
し
、
食
べ
た
分
を
補
充
す

る
よ
う
に
す
れ
ば
、
災
害
時
の
非

常
用
食
料
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
を
常
に
満
タ
ン
に
し

て
お
け
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
の
供
給
が

全世帯へ配布された総合防災マップ
緊急時の行動を家族や近所の人と一
緒に確認しておきましょう

備蓄には限りがあるので、
普段から非常食の確保な
どを心がけましょう

家
庭
で
で
き
る

防
災
対
策

燃
料
の
確
保

食
料
の
確
保

水
の
確
保

　６月24日（日）に伊勢崎市八斗島町で伊勢崎佐波支部消防ポンプ自動車操法大会が開催されました。玉村町
消防団からは第９分団（上福島・上樋越）と第10分団（原森・中樋越・飯塚・藤川）が出場し、どの分団も練習の
成果を発揮する中、第10分団が優勝に輝きました。この結果、伊勢崎佐波支部の代表として、８月18日（土）に
群馬県消防学校で開催される「第24回群馬県消防ポンプ操法競技大会」への出場を決めました。第10分団の
山本晋太郎分団長は「分団員の家族や地域の方 を々始め、応援やご支援を頂いた多くの方々に感謝するととも
に、県大会でも優秀な成績を残せるよう一致団結して頑張ります」と意気込みを話しました。

消防ポンプ操法大会  第10分団が県大会出場へ


